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ト
！
！
！
実
に
カ
ッ
コ
イ
イ
で
は

な
い
か
。
宿
泊
も
全
て
ゴ
ル
フ
場
併

設
の
ホ
テ
ル
。
食
事
も
毎
日
が
宴
会
。

当
時
は
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
さ
え
も
知

ら
な
い
若
造
の
私
は
添
乗
員
と
し
て

同
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
添
乗
員

の
仕
事
と
は
専
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

離
着
陸
を
ス
タ
ー
ト
時
間
に
合
わ
せ

て
出
発
さ
せ
る
打
合
わ
せ
と
、
ホ
テ

ル
で
の
宴
会
の
準
備
く
ら
い
の
は
ず

で
し
た
。
が
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
勃
発
。

２
日
目
の
朝
は
雨
模
様
と
な
り
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
飛
ば
せ
な
い
事
が
発

覚
。
通
常
の
添
乗
業
務
で
は
傘
の
心

配
程
度
で
す
が
県
を
跨
い
で
の
ゴ
ル

フ
ツ
ア
ー
で
交
通
網
の
欠
航
は
命
取

り
、
念
の
為
に
前
日
よ
り
バ
ス
を
予

約
し
て
い
た
の
で
急
遽
バ
ス
移
動
と

な
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
事
態
に
問
題

は
な
い
の
で
す
が
、
お
客
様
の
「
ス

タ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

降
り
、
そ
の
ま
ま
ス
タ
ー
ト
」
の
醍

醐
味
が
味
わ
え
な
い
残
念
感
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
醍
醐
味
は
今

で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
勿
論
！
お
客
様

も
私
も
含
め
て
初
め
て
の
体
験
で
し

た
。
今
時
、
あ
ん
な
ツ
ア
ー
組
め
な

い
か
な
～
？
又
、
や
っ
て
み
た
い
な

～
！
と
想
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

（
石
田 

和
弘
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今月の紙面 

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
「
山
本
作
兵
衛
」 

 
 

一
面
右
上 

北
原
白
秋
「
白
秋
祭
水
上
パ
レ
ー
ド
」 

 
 

 
 

一
面
左
上 

恋
の
湯
地
場
「
榊
原
温
泉
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
面
右
上 

う
れ
し
の
チ
ャ
体
験
「
嬉
茶
楽
館
」 

 
 

 
 

 

二
面
右
中 

旅
遊
人
倶
楽
部
「
炎
の
編
集
長
こ
だ
わ
り
入
浴
」 

二
面
左
上 

秋
を
満
喫
！
「
白
野
江
植
物
公
園
」 

 
 

 
 

 

二
面
左
中 
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偉
大
な
作
家
「
北
原
白
秋
」
！ 

     

聴
い
た
ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
、

『
「
雨
ふ
り
」
♪
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ

れ
母
さ
ん
が
・
・
・
♪
』
な
ど
を 

数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。 

活
躍
し
た
時
代
は
「
白
露
時
代
」
と

呼
ば
れ
、
近
代
の
日
本
を
代
表
す
る

詩
人
で
す
。 

柳
川
で
は
、
１
１
月
２
日
北
原
白
秋

の
命
日
を
偲
ん
で
毎
年
１
日
か
ら

３
日
間
、
ほ
お
ず 

き
提
灯
や
あ
ん
ど 

ん
で
飾
ら
れ
た
百 

数
十
隻
の
ど
ん
こ 

舟
に
乗
り
込
み
、 

夜
の
川
を
優
雅
に 

満
喫
で
き
る
「
白 

秋
祭
水
上
パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

世
界
中
の
人
々
が
記
録
し
た
歴
史

的
文
章
な
ど
の
保
存
を
め
ざ
す
ユ
ネ

ス
コ
の
「
世
界
記
憶
遺
産
」
に
５
月

２
５
日
、
福
岡
県
田
川
市
な
ど
で
所

有
・
保
管
し
て
い
る
炭
鉱
記
録
画
家

『
山
本
作
兵
衛
』
の
絵
画
や
日
記
な

ど
が
国
内
で
は
初
め
て
「
世
界
記
憶

遺
産
に
登
録
」
さ
れ
ま
し
た
。 

山
本
作
兵
衛
は
７
歳
か
ら
炭
鉱
で
働

き
６
３
歳
で
炭
鉱
事
務
所
の
警
備
員

へ
。
そ
の
頃
か
ら
孫
ら
に
当
時
の
炭

鉱
生
活
を
伝
え
残
そ
う
と
絵
を
描
き

始
め
９
２
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
描

い
た
絵
は
数
千
枚
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

福
岡
県
田
川
市
の
田
川
市
石
炭
歴
史

博
物
館
に
は
約
６
３
０
点
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。 

炭
鉱
の
実
態
が
描
か
れ
た
作
品
は
山

本
作
兵
衛
の
名
と
炭
鉱
の
町
筑
豊
を

知
ら
し
め
ま
し
た
。 

 

【
住
所
】 

福
岡
県
田
川
市
伊
田 

２
７
３
４
―
１ 

【
電
話
番
号
】 

０
９
４
７-

４
４-

５
７
４
５ 

【
開
館
時
間
】 

９
時
３
０
分
～
１
７
時
３
０
分 

※
毎
週
月
曜
日
休
館
及
び
第
３
日
曜
日 

２
０
１
１
年
６
月
２
４
日
小

笠
原
諸
島
を
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
東
京
の
南
方
海
上
約
１
０

０
０
ｋ
ｍ
の
太
平
洋
上
に
散
在

す
る
３
０
余
の
島
々
か
ら
な
る

小
笠
原
諸
島
！ 

こ
れ
ま
で
大
陸
と
繋
が
っ
た
こ

と
の
な
い
海
洋
島
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
島
に
た
ど
り
着
き
定
着

し
た
生
物
の
み
が
独
自
の
進
化

を
遂
げ
、
特
異
な
生
態
系
を
作

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
東
洋
の

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
の
異
名
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

日
本
国
内
で
自
然
遺
産
と
し
て

登
録
さ
れ
る
の
は
、
白
神
山
地

（
青
森
、
秋
田
県
）
屋
久
島
（
鹿

児
島
県
）
知
床
（
北
海
道
）
に

続
く
４
番
目
で
す
！ 

  

東
北
地
方
で
は
初
の
「
世
界
文

化
遺
産
」
登
録
！ 

指
定
さ
れ
た
の
は
中
尊
寺
な

ど
、
平
安
時
代
末
期
に
東
北
を

統
治
し
た
奥
州
藤
原
氏
の
作
っ

た
寺
院
や
庭
園
、
合
わ
せ
て
５

ヶ
所
。
仏
教
の
「
浄
土
思
想
」

と
日
本
の
自
然
崇
拝
を
表
す
建

築
・
庭
園
と
し
て
、「
普
遍
的
価

値
」
が
認
め
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。

岩
手
県
平
泉
町
の
「
平
泉-

建

築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡

群
」
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
が
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
リ
ス
ト

に
２
０
１
１
年
６
月
２
５
日
、

世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

国
内
の
世
界
遺
産
新
規
登
録
は

２
０
０
７
年
の
石
見
銀
山
遺
跡

以
来
で
１
２
番
目
で
す
！ 

 

も
う
随
分
昔
の
事
で
す
が
・
・
・
。

時
代
は
バ
ブ
ル
絶
頂
期
の
頃
、
某
ゴ

ル
フ
場
の
依
頼
で
「
メ
ン
バ
ー
限
定
」

の
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
事
が

あ
り
ま
す
。
某
ゴ
ル
フ
場
は
関
東
エ

リ
ア
（
茨
城
県
や
埼
玉
県
、
栃
木
県

辺
り
）
に
数
ヶ
所
の
ゴ
ル
フ
場
と
姉

妹
関
係
に
あ
る
ら
し
く
３
泊
４
日

で
、
な
っ
！
な
ん
と
４
プ
レ
イ
。
正

に
『
ゴ
ル
フ
三
昧
』
の
旅
！
ゴ
ル
フ

経
験
が
あ
る
方
は
解
る
と
思
い
ま
す

が
、
初
日
と
最
終
日
の
ゴ
ル
フ
は
出

来
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
と
の
疑

問
。
と
こ
ろ
が
び
っ
く
り
！
！
羽
田

空
港
か
ら
先
は
全
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
直
接
ゴ
ル
フ
場

に
到
着
す
る
の
で
す
。
キ
ャ
デ
ィ
ー

バ
ッ
グ
は
事
前
に
ゴ
ル
フ
場
へ
送

り
、
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
降
り
、
そ
の
ま
ま
ス
タ
ー

ト
！
！
！
実
に
カ
ッ
コ
イ
イ
で
は
な

川
沿
い
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
白
秋
の 

童
謡
や
歌
曲
の
演
奏
や
合
唱
、
郷
土 

芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
に
は
仕
掛
け
花
火
や
打
ち
上

げ
花
火
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

幻
想
的
な
水
郷
の
夜
を
堪
能
出
来
る

お
祭
り
で
す
よ
♪ 

今
年
こ
そ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
！ 

 

【
開
催
日
】 

１
１
月
１
日(

火)

～ 

３
日(

木) 

【
開
催
時
間
】 

１
８
時
ス
タ
ー
ト
（
予
定
） 

【
乗
合
船
料
金
】 

大
人 

￥
６
０
０
０ 

小
人 

￥
３
０
０
０ 

（
６
名
以
下
の
グ
ル
ー
プ
に
限
る
） 

※ 

乗
合
船
情
報
・
詳
細
は
柳
川
市
観

光
案
内
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

【
電
話
番
号
】 

０
９
４
４-

７
４-

０
８
９
１ 

田
川
営
業
所
は
２
０
１
１
年
９

月
３
０
日
（
金
）
の
業
務
を
も
っ
て

終
了
し
、
教
育
訓
練
機
関
「
旅
ラ
ン

ド 

旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ 

田
川
校
」
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

今
後
は
旅
行
業
界
で
活
躍
す
る
人

財
を
発
掘
し
、
未
来
永
劫
に
亘
る
業

界
発
展
の
礎
を
築
く
こ
と
に
よ
り

地
域
へ
の
恩
返
し
を
は
か
り
ま
す
。

 

尚
、
旅
行
業
務
は
本
社
営
業
所
に
於

い
て
こ
れ
ま
で
同
様
に
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
御
愛

顧
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

代
表
取
締
役 

石
田 

和
弘 
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気になる質問やご意見・ご感想はメール又はＦＡＸでお受けしております！ 

nogata@tabiland.jp      0949-29-7778 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社旅ランド田川営業所 
（社）全国旅行業協会正会員 
福岡県知事登録旅行業第２－５２８号 
〠826-0021 

福岡県田川市桜町 1 番 17 号 

TEL:0947-49-2222 

FAX:0947-49-2223 

営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

旅の掲示板 「旅遊人倶楽部」  

株式会社旅ランド本社営業所 
（社）全国旅行業協会正会員 
福岡県知事登録旅行業第２－５２８号 
〠822-0027 

福岡県直方市古町４番９号 

TEL:0949-29-7777 

FAX:0949-29-7778 

営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

◆
輝
く
は 

芭
蕉
も
愛
し
た 

金
色
堂 

 

（
ア
リ
ア
ケ
） 

◆
平
泉 

 

歴
史
と
景
観 

 

世
界
遺
産 

（
Ｓ 

 

二
宮
）

◆
指
宿
で 

た
ち
ば
な
の
花 

写
し
こ
む 

（
よ
っ
ち
ゃ
ん
）

 

「
今
号
も
た
く
さ
ん
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

旅
行
に
関
す
る
熱
い
思
い
！
・
感
動
！
・
ハ
プ
ニ
ン
グ
！
・
笑
い
！

な
ど
を
、
ど
し
ど
し
御
投
稿
下
さ
い
！
俳
句
も
大
歓
迎
で
す
！ 

あくまでも炎の編集長の入浴法です。マナーは守りましょう

こ
ん
に
ち
は
！
旅
ラ
ン
ド

の
た
び
こ
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ
に

行
く
と
必
ず
迷
子
に
な
る
た

び
こ
で
す
。
観
光
地
を
目
指
し

て
い
る
と
小
さ
く
目
立
た
な

い
道
路
標
識
を
発
見
！ 

「
行
か
な
い
方
が
い
い
よ
！
」

「
行
っ
ち
ゃ
え
近
道
だ
！
」 

天
使
と
悪
魔
が
囁
き
ま
す
。 

そ
し
て
止
め
て
お
け
ば
い
い

の
に
、
地
元
の
人
し
か
知
ら
な

い
道
を
選
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。
車
１
台
が
ス
レ
ス
レ
な
ん

て
当
り
前
！
崖
崩
れ
で
通
行

止
め
な
ん
て
事
も
あ
り
ま
し

た
。
結
果
、
近
道
が
恐
怖
の
道

と
な
り
遠
回
り
に
な
る
の
で

す
（
泣
）
で
も
、
冒
険
心
か
ら

つ
い
行
き
た
く
な
る
ん
で
す

よ
ね
♪
読
者
の
み
な
さ
ん
も 

心
あ
た
り 

が
あ
り
ま 

せ
ん
か
？ 

 

静
岡
県
駿
河
湾
特
産
の
「
由
比
の
桜
え
び
」

っ
て
ご
存
知
で
す
か
？ 

シ
ー
ズ
ン
は
「
春
は
３
月
下
旬
か
ら
６
月
下

旬
、
秋
は
１
０
月
下
旬
か
ら
１
２
月
下
旬
」
で

す
。
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
静
岡
県
由
比
町
は
乾

燥
の
為
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
桜
え
び
で
ピ
ン

ク
の
絨
毯
の
様
に
な
り
ま
す
。 

オ
ス
ス
メ
は
… 

「
桜
え
び
の
か
き
揚
丼
」 

で
す
♪
食
べ
た
時
の 

「
ふ
わ
ふ
わ
の
食
感
」 

が
絶
妙
♪ 

も
～
た
ま
り
ま
せ
ん
！ 

是
非
一
度
、
ご
賞
味
を
！ 

 

榊
原
温
泉
は
、
古
来
よ
り

恋
心
を
癒
す
湯
と
し
て
多

く
の
歌
人
に
詠
わ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
「
心
温
ま
る
恋

の
湯
地
場
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
♪ 

平
安
時
代
に
は
清
少
納
言

が
「
枕
草
子
」
の
中
で
日
本

三
名
泉
と
称
え
た
こ
と
や
、

温
泉
内
の
射
山
神
社
に
は
、

 

その壱，湯船に浸かる前は必ずかけ湯をするべし！ 

※汗などをかけ湯で流しゆっくり湯船に入る。決して飛び込みなどしな

い事！ 

その弐，湯船に入り目を閉じ、ゆったりと温泉風情にひたるべし！ 

※入浴は首まで入る全身浴ではなく、胸のあたりまでの半身浴がお薦め

です。泳いだり・素もぐりは絶対ＮＧ！ 

その参，使った後の桶や椅子を整理整頓し浴場を出るべし！ 

※共同で利用する桶や椅子は次の人が気持ちよく使っていただく配慮が

肝心です。シャンプーなど備品の持ち帰り厳禁！ 

「
世
の
人
の 
恋
の
病
の 

薬
と
や 

七
栗
の
湯
の 

わ
き
か
え
ゐ
ら
ん
」 

（
堀
川
後
度
百
首 

常
陸
） 

 

縁
結
び
の
神
を
祀
る
境
内

に
、
触
れ
て
願
い
事
を
す
る

と
縁
が
結
ば
れ
る
と
伝
わ
る

「
恋
こ
槌
（
こ
い
こ
づ
ち
）」

が
あ
る
こ
と
で
「
恋
の
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
し
て
有
名

で
す
！ 

草
津
の
湯
で
は
治
す
こ
と
の

出
来
な
い
「
恋
の
病
」
は
榊

原
温
泉
で
癒
す
こ
と
が
で
き

ま
す
！ 【

住
所
】 

三
重
県
津
市
榊
原
町

榊
原
温
泉 

【
温
泉
効
能
】 

 
 

相
愛
増
進
・
恋
痛
緩
和 

 

佐
賀
県
の
嬉
野
と
聞
け
ば

「
温
泉
！
」
・
・
・
い
え
い
え

違
い
ま
す
よ
！
嬉
野
と
言
え

ば
！
も
ち
ろ
ん
「
お
茶
」
で
す

よ
ね
♪
全
国
有
数
の
生
産
量

を
誇
る
茶
ど
こ
ろ
嬉
野
！ 

今
、
う
れ
し
の
茶
は
飲
む
だ
け

で
は
な
く
色
々
な
体
験
が
楽

し
め
る
ん
で
す
よ
☆ 

Ｊ
Ａ
さ
が
『
嬉
茶
楽
館
（
き
ん

さ
ら
ん
か
ん
）
』
嬉
野
市
茶
業

研
修
施
設
へ
行
っ
て
み
よ
う
。

 

手
も
み
体
験
・
茶
摘
体
験 

 
￥
３
０
０ 

 
 

￥
５
０
０ 

     

美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方 

 
 

 
 

 
 

 

￥
１
０
０ 

    

茶
工
場
見
学 

 
 

 
 

 
 

常
時
対
応 

     

茶
染
め
体
験 

 
 

 
 

 

￥
１
０
０
０ 

      

【
住
所
】 

嬉
野
市
嬉
野
町
岩
屋
川
内
乙 

 
 

 
 

 
 

 

２
７
１
３ 

Ｊ
Ａ
さ
が
・「
嬉
茶
楽
館
」 

【
電
話
番
号
】 

０
９
５
４
―
４
３
―
５
２
６
６ 

 ☆
体
験
・
利
用
時
間
・
休
館

日
な
ど
は
お
問
合
せ
お
願
い

し
ま
す
。 

 

白野江植物公園は周防灘に面した標高約 120 メートル

の丘陵の一角に位置する北九州市の植物公園です。 

白野江植物公園の秋といえば「紅葉」 

11 月下旬から 12 月初旬には、 

約８００本のモミジをはじめ 

として落葉樹が一斉に紅葉し、 

園内を赤や黄に染め上げるんですよ！散策路には花の谷

や落葉樹の森や木漏れ日の路などがあり、たっぷり「紅葉

狩り」を楽しむ事が出来ます。 

山頂広場からは大パノラマ！周防灘が一望できるんです

よ♪天気の良い日には北九州空港、大分県の国東半島や由

布岳、山口県の宇部が見渡せますよ！！ 

【お問合せ】 

白野江植物公園 

【電話番号】 

０９３-３４１-８１１１☆紅葉情報をご案内しています。 


